
第 回技術委員会以降の技術指針マニュアルの主 修正箇所 

ついて 
 

主 修正箇所 詳細 資料 4-1 参照  

 総論 
 ペ  修 箇所 内 容 

ア 0-9 
1-1 。」) 影響要因及び

環境要素 抽出 

 対象事業 実施後 対象事業 目的 含ま 工作

物 撤去若しく 廃棄 予定さ 場合 例示 太

陽光発電所を追加した  

イ 0-」「 
4-」 減 考え方及び

手法例 

 発生した影響 軽減又 消失 係 イメ 図

ついて 影響を受けた箇所 分 よう 明示した  

ウ 0-」」 
4-4 代償 考え方及び

手法例 

代償 係 イメ 図 ついて 重大 環境を受け

そ あ 環境 箇所を修 した  

エ 0-46 
影響要因- 

環境要素関連表 

供用終了後 影響 係 影響要因を新た 追加 修

した  

 

 水質 

 ペ  修 箇所 内 容 

ア 6-1 
6-1 前提 

。「) 環境要素 

新た 環境基準等 追加 水質汚濁 指標種 変更

等 よ 環境要素 係 内容 観点を修 した  

イ 6-」 
6-1 前提 

。「) 環境要素 
水生生物 保全 係 項目 ついて追記した  

  

 植物 

 ペ  修 箇所 内 容 

ア 
11-「 」

15 18 
予備調査 調査内容等 

侵略的外来種 植物 及び生態系被害防 リ ト

係 記載を予備調査 調査内容等 追記した  

イ 11-4 
11-」  

コ ピング 

植物相 植生 概略 影響検討 要点 半自然草地

記載を追記した  

ウ 11-7 
11-4 調査  

。「) 調査 方法 
帰化植物を外来植物 修 した  

エ 11-15 
11-5 予測 

。4) 予測 方法 
 植生変化予測表 ついて 合計欄を追加し 占有率

係 内容を注釈として追記した  

 

 動物 
ペ  修 箇所 内 容 

1「-「 1「-」 予備調査 調査内容等 
 侵略的外来種 動物 及び生態系被害防 リ ト

係 記載を予備調査 調査内容等 追記した  

 

 生態系 

ペ  修 箇所 内 容 

1」-1」 
1」-5 予測 

。4) 予測 方法 

 環境単 改変量 係 表 ついて 相互関係 関

す 環境要素 ついて 指標種 よ 影響を予測す

場合 指標種 生息地 生育地 ついても整理す

旨 追記した  

 

資料  


